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雑

誌

「
歌
舞
伎
」

の
編
集
方
針

は
じ
め
に

三
木
竹
二
は
、
慶
応
三
(
一
八
六
七
)
年
1
明
治
四
一
(
一
九

O
八
)
年
に

生
き
た
劇
評
家
で
あ
る
。
本
名
森
篤
次
郎
。
文
豪
、
森
鴎
外
の
弟
に
あ
た
る
。

彼
は
学
生
時
代
か
ら
三
木
竹
二
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
劇
評
を
書
き
、
「
読
売
新
聞
」

に
投
稿
し
た
。
の
ち
、
雑
誌
「
柵
草
紙
」
「
歌
舞
伎
新
報
」
「
め
さ
ま
し
草
」
な

ど
に
健
筆
を
ふ
る
う
。
明
治
三
三
(
一
九

O
O
)
年
に
、
安
田
善
之
助
一
の
援

助
を
受
け
、
伊
原
青
々
圏
と
共
に
演
劇
総
合
雑
誌
「
歌
舞
伎
」
を
主
宰
刊
行
し

た
。
自
ら
も
劇
評
や
型
の
記
録
を
執
筆
す
る
。
竹
二
の
名
司
会
に
よ
る
合
評
も
、

そ
の
形
式
の
新
し
さ
、
内
容
の
充
実
に
お
い
て
以
後
の
規
範
と
な
っ
た
。
ま
た
、

「
歌
舞
伎
」
に
お
い
て
彼
が
行
っ
た
型
の
記
録
は
、
放
置
さ
れ
て
い
た
資
料
を

整
理
し
た
画
期
的
な
仕
事
で
あ
り
、
今
日
な
お
歌
舞
伎
演
出
研
究
に
は
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
四
一
(
一
九

O
八
)
年
一
月
一

O
目
、
気
道

閉
塞
に
よ
り
没
。
そ
の
許
報
は
、
地
方
新
聞
を
含
め
た
新
聞
各
社
が
報
じ
、
若

い
死
を
悼
ん
だ
。

竹
二
が
亡
く
な
っ
て
、
一

O
O年
以
上
の
月
日
が
経
っ
た
。
そ
の
問
、
い
く

つ
か
竹
二
に
つ
い
て
言
及
す
る
論
文
も
発
表
さ
れ
た
が
、
兄
、
森
鴎
外
の
戯
曲

内

容

的

特

徴

①

|

|

山

本

美

恵

や
評
論
な
ど
、
鴎
外
の
演
劇
活
動
に
伴
っ
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
戸
板
康
二
は
「
森
鴎
外
と
三
木
竹
二
と
こ
」
に
お

い
て
、
「
鴎
外
が
外
遊
を
し
て
、
欧
羅
巴
の
劇
壇
の
空
気
を
呼
吸
し
味
ひ
、
そ
の

舌
で
歌
舞
伎
を
今
更
味
っ
て
見
た
時
に
感
じ
た
事
柄
は
、
鴎
外
自
身
の
口
か
ら

は
出
ず
に
、
竹
二
の
筆
を
か
り
で
世
に
出
た
事
も
度
々
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
私
は
考
へ
た
く
て
震
方
が
な
い
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
鴎
外
の
弟
と
し
て
、

兄
の
考
え
を
述
べ
た
竹
二
を
想
定
し
た
。
ま
た
、
金
子
幸
代
は
「
鴎
外
と
『
歌

舞
伎
』

三
」
で
、
雑
誌
「
歌
舞
伎
」
に
つ
い
て
、
「
伝
統
演
劇
、
歌
舞
伎
の
見
功

者
で
あ
っ
た
竹
二
と
、
ド
イ
ツ
の
近
代
劇
を
実
際
に
見
て
き
た
鴎
外
と
い
う
新

旧
の
二
つ
の
歯
車
が
か
み
あ
っ
た
(
略
)
、
清
新
な
活
力
に
満
ち
た
演
劇
雑
誌
」

で
あ
る
と
評
価
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
備
え
、
独
立
し
な
が
ら
も
協
力
し
合

っ
た
、
鴎
外
と
竹
二
の
関
係
性
を
示
し
た
。

し
か
し
徐
々
に
、
鴎
外
研
究
者
の
中
に
も
竹
二
を
再
評
価
す
る
声
が
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
る
。
大
島
真
木
は
、
鶴
外
の
戯
曲
作
品
・
翻
訳
作
品
に
つ
い
て
言

及
し
た
後
、
「
ほ
と
ん
ど
世
に
忘
れ
ら
れ
た
観
の
あ
る
弟
竹
二
の
名
を
も
う
一
度

思
い
起
こ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
と
り
わ
け
鴎
外
初
期
の
戯
曲
翻
訳
の

協
力
者
と
し
て
、
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
戯
曲
創
作
の
動
機
を
与
え
、
さ
ら
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に
死
後
に
ま
で
(
略
)
兄
鴎
外
に
『
歌
舞
伎
』
寄
稿
の
た
め
継
続
的
に
戯
曲
翻

訳
、
紹
介
の
筆
を
と
ら
せ
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
二
重
三
重
に
重
要
だ

と
思
わ
れ
る
四
」
と
、
三
木
竹
二
自
身
を
再
評
価
す
る
重
要
性
を
指
拙
刑
し
た。

こ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
渡
辺
保
が
「
三
木
竹
二
は
文
豪
森
鴎
外
の
弟

で
あ
る
よ
り
も
さ
き
に
一
人
の
劇
評
家
で
あ
っ
た
五
」
と
述
べ
る
な
ど
、

一
人

の
劇
評
家
と
し
て
三
木
竹
二
を
捉
え
る
視
点
が
表
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た。

近
年
、
三
木
竹
二
を
再
評
価
す
る
動
き
は
さ
ら
に
活
発
化
し
て
い
る
。

二
O

O
四
年
に
は
三
木
竹
二
初
の
単
行
本
『
観
劇
偶
評
六
』
が
岩
波
書
庖
か
ら
出
版

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

二
O
一
一
年
に
は
矢
内
賢
二
が
、
三
木
竹
二
の
型
の
記
録

に
つ
い
て
、
実
際
に
本
文
を
読
み
解
き
、
従
来
よ
り
も
具
体
的
な
形
式
で
型
の

記
録
の
考
察
を
行
っ
て
い
る
七
。
先
述
し
た
よ
う
な
、
兄
鴎
外
と
の
関
係
を
主

軸
に
し
た
研
究
や
、
三
木
竹
二
の
人
生
を
淡
い
、
劇
評
家
と
し
て
の
全
体
的
な

評
価
|
戯
曲
か
ら
劇
評
を
は
じ
め
る
姿
勢
や
、
合
評
会
の
開
催
、
型
の
記
録
な

ど
す
べ
て
を
含
め
た
総
括
的
評
価
1

を
行
っ
た
研
究
と
は
一
線
を
画
す
も
の
で

あ
る
。
加
え
て
二

O
一
O
年
か
ら
、
三
木
竹
二
が
主
宰
・
編
集
し
た
雑
誌

「歌

舞
伎
」
の
復
刻
版
が
随
時
発
行
さ
れ
、
三
木
竹
二
研
究
を
本
格
的
に
進
め
る
べ

き
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

「
歌
舞
伎
」
は
明
治
三
三
(
一
九

O
O)
年

一
月
に
創
刊
さ
れ
た
、
演
劇
雑

誌
で
あ
る
。
創
刊
当
初
は
竹
二
と
伊
原
青
々
圏
八
で
編
集
に
あ
た
っ
た
が
、
後

に
竹
二
が
主
幹
と
な
っ
て
、
亡
く
な
る
直
前
の
九
三
号
(
明
治
四
一
年

一
月
)

ま
で
編
集
を
行
っ
た
。
竹
二
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
、
伊
原
青
々
園
が
編
集
を

引
き
継
い
で
、
一
七
五
号
(
大
正
四
年
一
月
)
ま
で
発
行
を
続
け
た
。
非
常
に

長
命
な
雑
誌
で
あ
る
。
「
歌
舞
伎
」
と
い
う
雑
誌
名
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
対
象

は
広
く
演
劇
全
般
に
わ
た
り
、
劇
界
の
指
導
的
役
割
を
務
め
た
。

今
回
、
本
論
稿
で
は
、
「
三
木
竹
二
研
究
(
上
)
|
雑
誌
『
歌
舞
伎
』
の
編
集

方
針
内
容
的
特
徴
①
」
と
題
し
、
三
木
竹
二
の
「
歌
舞
伎
」
編
集
時
代
に
焦

点
を
当
て
、
竹
二
が
「
歌
舞
伎
」
を
ど
の
よ
う
な
雑
誌
に
し
た
い
と
考
え
て
い

た
の
か
、
ま
た

「歌
舞
伎
」
を
通
し
て
演
劇
界
を
ど
の
よ
う
な
視
点
で
捉
え
て

い
た
の
か
を
、
考
察
し
て
い
き
た
い
。

三
木
竹
二
の「
歌
舞
伎
」
編
集
時
代
に
焦
点
を
当
て
る
の
に
は
理
由
が
あ
る
。

第
一
に
、

「歌
舞
伎
」
編
集
時
代
の
竹
こ
か
ら
は
徹
底
的
に
客
観
視
す
る
姿
勢

が
感
じ
取
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、
権
藤
芳
一
が

「
い
ま

や
新
進
気
鋭
の
気
負
い
も
な
く
、
古
老
へ
の
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
も
な
い
、
む
し

ろ
、
啓
蒙
家
と
し
て
の
責
任
を
感
じ
、
指
導
者
と
し
て
の
自
信
を
も
っ
た
、
そ

う
い
う
態
度
が
伺
わ
れ
る
ご
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
明
治
二
0
年
代
、

「
歌
舞

伎
新
報
」
等
で
発
表
さ
れ
た
竹
二
の
劇
評
や
評
論
と
比
較
す
る
と
、

ず
い
ぶ
ん

と
落
ち
着
き
、
分
析
的
で
、
あ
ま
り
表
に
自
分
の
考
え
を
出
さ
な
い
態
度
が
明

確
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
竹
二
に
と
っ
て
、

「
歌
舞
伎
」

は
劇
評
家
と
し
て
の

円
熟
期
に
発
表
の
舞
台
と
な
っ
た
雑
誌
で
あ
り
、
重
要
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ

スV
。第
二
に
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
竹
二
の
功
績
の
評
価
対
象
が
、
先
述
し

た
よ
う
な
戯
幽
か
ら
劇
評
を
は
じ
め
る
姿
勢
や
、
合
評
会
の
開
催
、
型
の
記
録

な
ど
に
固
定
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
今
挙
げ
た
こ
の
三
点
が
、
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
の
は
確
か
で
あ

り
、
今
更
争
う
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、

果
し
て
竹
二
の
功
績
は
本
当
に
そ
の

三
点
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
竹
二
の
功
績
が
、
他
に
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
竹
二
の

「
歌
舞
伎
」

編
集
方
針
や
、
当
時

の
劇
界
に
対
す
る
考
え
方
を
知
る
た
め
に
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
も
の
で
は

な
い
の
か
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、

三
木
竹
二
の

「
歌
舞
伎
」
時
代
に
焦
点

を
あ
て
、
竹
二
の
功
績
を
再
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
歌
舞
伎
」
の
編
集
方

η
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針
と
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
竹
二
の
劇
界
に
対
す
る
考
え
方
を
検
討
し
て
い
き
た

'U 
方
法
と
し
て
は
、
「
歌
舞
伎
」
全
体
を
考
察
対
象
と
し
、
竹
二
が
「
歌
舞
伎
」

を
ど
の
よ
う
な
雑
誌
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
か
、
調
査
し
て
い
く
。
ま
ず

第
一
章
に
お
い
て
、
「
歌
舞
伎
」
が
ど
の
よ
う
な
雑
誌
で
あ
る
の
か
、
そ
の
沿
革

を
示
し
、
先
行
研
究
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
を
ま
と
め
る
。
第
二

章
で
は
、

三
木
竹
二
の
同
時
代
評
で
多
く
の
指
摘
が
あ
っ
た
一o、
竹
二
の
新

派
・
旧
派
に
捉
わ
れ
な
い
姿
勢
が
、
ど
の
程
度
「
歌
舞
伎
」
誌
面
に
反
映
さ
れ

て
い
る
か
を
考
察
す
る
。
第
三
章
で
は
、
劇
界
の
新
し
い
動
き
を
歓
迎
す
る
竹

二
の
姿
勢
と
し
て
、
海
外
の
脚
本
や
劇
界
を
ど
の
程
度
「
歌
舞
伎
」
に
紹
介
し

て
い
た
の
か
、
ま
た
、
そ
の
紹
介
記
事
は
誰
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、

調
査
す
る
。
同
時
に
、
地
方
演
劇
界
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
も
注
目
し
た
い
。

こ
れ
は
、
従
来
の
研
究
で
ほ
と
ん
ど
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
「
歌
舞

伎
」
を
読
ん
で
い
て
、
情
報
発
信
媒
体
の
中
心
地
で
あ
る
東
京
に
い
な
が
ら
、

地
方
演
劇
界
に
も
目
を
配
っ
た
竹
二
の
編
集
姿
勢
は
、
現
代
に
お
い
て
再
評
価

さ
れ
て
い
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
今
回
は
筆
者
独
自
の
視
点
と
し
て
、
「
歌
舞

伎
」
誌
面
に
お
け
る
地
方
演
劇
界
と
い
う
視
点
を
加
え
、
記
事
内
容
を
検
討
し

た
い
。こ
れ
ら
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
「
歌
舞
伎
」
の
編
集
方
針
と
、
そ
こ
に
見
ら
れ

る
竹
二
の
劇
界
に
対
す
る
考
え
方
を
読
み
解
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

「
歌
舞
伎
」
研
究
の
現
在

「
歌
舞
伎
」
は
、
明
治
三
三
(
一
九

00ν

年
に
創
刊
さ
れ
た
演
劇
雑
誌
で

あ
る
。
雑
誌
創
刊
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
松
廼
舎
主
人
こ
が
追
善
号
で
詳
細
に

述
べ
て
い
る
一
二
。
雑
誌
創
刊
の
話
は
、
安
田
善
之
助
か
ら
竹
二
に
持
ち
か
け
ら

れ
た
。
当
初
、
竹
二
は
「
細
川
草
紙
」
や
、
医
学
雑
誌
「
公
衆
医
事
」
等
の
編
集

経
験
か
ら
、
編
集
の
難
し
さ
が
先
立
ち
、
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

青
々
園
が
関
わ
る
の
で
あ
れ
ば

一
緒
に
や
っ
て
も
い
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

明
治
三
二

(
一
八
八
九
)
年
一
一
月
末
に
、
創
刊
の
相
談
の
た
め
、
新
富
座
へ

集
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
の
メ
ン
バ
ー
は
竹
二
、
青
々
園
、
善
之
助
と

伊
臣
真
、
岡
野
積
の
五
人
で
あ
る
。
そ
の
席
で
雑
誌
を
発
行
す
る
こ
と
が
決
ま

り
、
竹
二
と
青
々
圏
、
善
之
助
は
そ
れ
ぞ
れ
準
備
に
取
り
か
か
っ
た
。
竹
二
は

当
初
、
月
一
回
に
す
る
か
年
四
国
に
す
る
か
、
な
ど
悩
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る

が
、
結
局
月
一
回
発
行
の
雑
誌
と
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

編
集
・
会
計
は
主
に
竹
二
が
担
当
し
、
青
々
園
が
そ
の
補
助
を
行
っ
た
。
だ

が
、
途
中
か
ら
青
々
園
は
他
の
諸
新
聞
や
「
演
劇
史
」
の
執
筆
に
カ
を
傾
け
る

よ
う
に
な
り
、
「
歌
舞
伎
」
も
軌
道
に
乗
っ
た
た
め
、
内
容
や
体
裁
の
助
言
を
述

べ
る
に
留
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
対
し
竹
二
は
不
満
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、

口
う
る
さ
く
は
言
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
二
一
。
「
歌
舞
伎
」
が
軌
道
に
乗
る

ま
で
は
、
何
度
か
廃
刊
に
追
い
込
ま
れ
か
け
た
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
久
子
は
「
此
の
雑
誌
を
始
め
た
に
就
い

て
は
一
通
り
な
ら
ぬ
苦
情
が
出
ま
し
て
、
其
の
八
方
か
ら
の
攻
撃
は
中
生
宇
…
厳

し
く
、
私
も
余
り
う
る
さ
う
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
幾
度
と
な
く
止
め
て
居
ま
し

た
一
四
」
と
記
憶
し
て
い
る
。
ま
た
、
善
之
助
も
「
こ
れ
が
頗
る
難
産
で
あ
っ
た

の
み
な
ら
ず
、
廿
丹
後
も
度
々
病
気
に
侵
さ
れ
、
漣
も
生
長
の
見
込
が
無
い
と
ま

で
思
は
れ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
図
難
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
一

E
軌
道
に
乗
る
と
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
言
う
聞
に
頁
数
を
増
や

し
、
四
二
号
(
明
治
三
六
年
一
一
月
)
か
ら
は
、
完
全
に
善
之
助
の
手
か
ら
離

れ
、
竹
二
の
雑
誌
と
な
っ
た
玉
。

。。



表
紙
の
変
遷
を
辿
る
と
、
創
刊
号
が
題
字
、
尾
崎
紅
葉
、
表
紙
画
、
中
村
不

折
。
八
号
で
は
石
井
三
礼
題
字
、
表
紙
函
長
原
止
水
に
変
更
さ
れ
る
。
一

一
号

ま
で
は
、
毎
号
同
じ
表
紙
を
使
っ
て
い
る
が
、
一

二
号
か
ら
は
、
号
ご
と
に
表

紙
画
を
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
二
号
で
は
、

「極
ま
っ
た
型
の
あ
る
狂
言
の

衣
裳
や
鮮
へ
を
毎
号
毎
に
差
替
へ
る
事
と
し
て
、
即
ち
第
一
着
は
此
の
月
歌
舞

伎
座
で
団
十
郎
が
演
ず
る
と
か
噂
の
あ
っ
た
助
六
の
侍
を
示
し
た
の
で
あ
り
ま

す
る
二
ハ
」
と
伊
原
青
々
園
が
表
紙
画
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
二
二
号
(
明

治
三
五
年
二
月
)
で
さ
ら
に
鏑
木
清
方
表
紙
函
に
変
更
さ
れ
た
。

二
三
号
(
明

治
三
五
年
三
月
)
で
は
再
び
長
原
止
水
に
一
一
戻
る
。
二
三
号
の
表
紙
は
、
本
郷
座

の
初
興
行
で
女
寅
が
纏
っ
た
衣
裳
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
一七。

二
四
号
(
明

治
三
五
年
四
月
)
は
再
々
度
の
変
更
で
鏑
木
清
方
が
担
当
。
こ
の
後
し
ば
ら
く

は
清
方
の
表
紙
画
が
続
く
。
最
後
に
三
二
号

(
明
治
三
六
年
一
月
)
で
久
保
田

米
斎
一
八
が
表
紙
画
担
当
と
な
り
、
以
降
竹
二
が
亡
く
な
る
ま
で
「
歌
舞
伎
」
の

表
紙
を
託
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
ま
で
米
斎
が
担
当
し
な
か
っ
た
の
は
、

お
そ
ら
く
米
斎
が
、
明
治
三
O
年
か
ら
明
治
三
五
年
ま
で
パ
リ
に
滞
在
し
、
帰

国
し
た
の
が
同
年
一
一
月
一
日
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
米
斎
は
留
学

中
、
巌
谷
小
波
に
書
状
を
送
っ
て
い
た
が
、
そ
の
一
節
を
、
竹
二
は
「
巴
里
通

信
」
と
題
し
、
「
歌
舞
伎
」
に
掲
載
し
て
い
る
(
一
九
号
、
明
治
三
四
年
一

二
月)。

そ
こ
で
は
川
上
音
二
郎
の
巴
里
興
行
の
感
想
や
、
「
歌
舞
伎
」
を
楽
し
み
に
読
ん

で
い
る
こ
と
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
一九。

で
は
こ
こ
で
、
「
歌
舞
伎
」
の
先
行
研
究
を
見
て
い
く
。
今
日
、
「
歌
舞
伎
」

を
主
た
る
研
究
対
象
と
し
て
扱
っ
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
鴎

外
研
究
の
関
連
か
ら
指
摘
さ
れ
る
も
の
や
、
演
劇
史
研
究
に
お
け
る
資
料
的

価
値
の
高
い
雑
誌
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

鴎
外
研
究
の
関
連
と
し
て
は
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
金
子
幸
代
の
指

摘
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
歌
舞
伎
」
は

「
日
本
の
伝
統
演
劇
で
あ
る
歌
舞
伎
と
近

代
劇
の
紹
介
と
い
う
両
輪
に
目
配
り
し
た
日
本
最
初
の
総
合
演
劇
雑
誌
二
O
」
と

い
う
指
摘
で
あ
る
。

「『
歌
舞
伎
』
の
魅
力
は
、
伝
統
演
劇
、
歌
舞
伎
の
見
功

者
で
あ
っ
た
竹
二
と
、
ド
イ
ツ
の
近
代
劇
を
実
際
に
見
て
き
た
鴎
外
と
い
う
新

旧
の
二
つ
の
歯
車
が
か
み
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
清
新
な
活
力
に
満
ち
た
演

劇
雑
誌
と
な
っ
て
い
た
三
」
と
評
価
し
た
。
ま
た
、
そ
の
誌
面
の
特
徴
と
し
て
、

「
『
歌
舞
伎
』
の
劇
評
で
は
、
歌
舞
伎
の
上
演
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
代
劇
の
上
演

も
姐
上
に
載
せ
ら
れ
、
新
旧
の
演
劇
が
同
時
に
紙
面
を
飾
る
総
合
的
な
演
劇
雑

誌
と
し
て
最
も
生
彩
の
あ
る
も
り
=
こ
と
し
、
第
一
章
で
見
た
新
旧
に
目
を
配

っ
た
竹
二
の
公
平
な
批
評
眼
に
対
す
る
評
価
と
同
様
の
観
点
で
、
「
歌
舞
伎
」
を

評
価
し
て
い
る
。

演
劇
史
研
究
に
お
い
て
は
、
型
の
記
録
を
行
う
こ
と
で
古
典
劇
演
出
の
伝
統

保
持
に
大
き
な
功
績
を
残
し
、
ま
た
新
演
劇
や
外
国
劇
の
動
向
に
対
し
て
も
敏

感
な
反
応
と
関
心
を
示
し
た
こ
と
や
、
脚
本
を
積
極
的
に
掲
載
し
、

新
鮮
な
創

作
戯
曲
の
発
表
の
場
を
提
供
し
た
こ
と
、
外
国
戯
曲
の
紹
介
も
掲
載
、
新
劇
の

勃
興
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
点
が
一
般
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
こ三
。

以
上
、
第
一
章
で
は
、
「
『
歌
舞
伎
』
研
究
の
現
在
」
と
題
し
て
「
歌
舞
伎
」

の
沿
革
と
、
「
歌
舞
伎
」
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
次
章
か
ら
は
、
実

際
に

「歌
舞
伎
」
誌
面
上
の
特
徴
を
考
察
す
る
。
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「
歌
舞
伎
」
に
お
け
る
新
派
と
旧
派

本
節
で
は
、
竹
二
の
新
派
・
旧
派
に
捉
わ
れ
な
い
姿
勢
が
、
「
歌
舞
伎
」
誌
面

に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
考
察
し
て
い
く
。

今
回
「
歌
舞
伎
」
に
お
け
る
新
派
・
旧
派
の
記
事
の
分
量
に
つ
い
て
グ
ラ
フ
化
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を
行
っ
た
。
ま
ず
、
旧
派
の
記
事
か
ら
検
討
す
る
(
図

1

4
歌
舞
伎
』
に
お

け
る
『
旧
』
頁
数
割
合
」
)
。
こ
の
グ
ラ
フ
は
、
「
歌
舞
伎
」
に
掲
載
さ
れ
た
記
事

の
う
ち
、

「
旧
」
と
分
類
し
た
記
事
の
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
、
作
成
し
た
も
の
で
あ

る
。
ど
の
よ
う
な
記
事
を

「
旧
」
と
分
類
し
た
か
と
い
う
と
、
歌
舞
伎
劇
・
歌

舞
伎
俳
優
・
能
狂
言
・
落
語
等
、
今
日
日
本
古
典
文
化
と
し
て
分
類
さ
れ
る
も

の
に
関
連
す
る
記
事
分
類
し
て
あ
る
。
新
派
劇
の
狂
言
、
創
作
脚
本
、
翻
案
脚

本
で
あ
っ
て
も
、
歌
舞
伎
俳
優
が
上
演
し
た
も
の
は
こ
こ
に
分
類
し
た
。
こ
れ

は
、
明
治
三

0
年
代
当
時
、
劇
界
が
動
揺
・
混
沌
の
中
に
あ
り
、
旧
劇
俳
優
が

新
派
劇
を
、
新
派
俳
優
が
旧
劇
を
上
演
す
る
こ
と
が
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ

た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
も
っ
演
劇
を
、
「
旧
」

か
「新
」
か
、

明
確
に
分
け
る
た
め
、
今
回
は
こ
の
よ
う
な
基
準
を
用
い
た
。
ま
た
、
上
演
さ

れ
ず
、
「
歌
舞
伎
」
に
紹
介
さ
れ
る
に
留
ま
っ
た
脚
本
で
あ
る
が
、
作
品
の
舞
台

を
江
戸
時
代
以
前
に
設
定
し
て
あ
る
も
の
は
、

「旧
」
に
分
類
し
て
あ
る
。

で
は
グ
ラ
フ
の
分
析
に
入
る
。
図
ー
は
、

「歌
舞
伎
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
旧
」

記
事
の
頁
数
の
変
遷
を
棒
グ
ラ
フ
に
、
「
旧
」
記
事
が
「
歌
舞
伎
」
に
占
め
る
頁

数
の
割
合
を
、
折
れ
線
、
グ
ラ
フ
に
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
七

四
号
(
明
治
三
九
年
六
月
)
に
お
い
て
「
旧
」
記
事
が
「
歌
舞
伎
」
の

一
三
二

頁
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
が
、
こ
れ
は
附
録
に
竹
二
が
「
助
六
の

型
」
を
寄
稿
し
た
号
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
結
果
が
出
た
よ
う
で
あ
る
。

「
歌
舞
伎
」
誌
面
を
占
め
る
「
旧
」
記
事
の
割
合
と
し
て
は
、

一
1
三
O
号
ま

で
は
八
0
1九
O
%
を
越
え
て
い
る
。
し
か
し
、
三
O
号
以
降
徐
々
に
減
少
し

て
い
き
、
九
三
号
で
は
わ
ず
か
三
一
%
と
な
っ
て
い
る
。
「
歌
舞
伎
」
に
占
め
る

「
旧
」
の
頁
数
の
割
合
は
、
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

反
対
に
、
「
新
」
の
グ
ラ
フ
(
図
2

「
『
歌
舞
伎
』
に
お
け
る
『
新
』
頁
数
割

合
」
)
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
「
新
」
に
分
類
し
た
記
事
は
、
壮
士
芝

居
・
書
生
芝
居

・
新
演
劇
・
新
劇
・
正
劇
を
含
む
、
新
派
劇

・
新
派
俳
優
に
関

連
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
旧
」
同
様
に
、
旧
派
劇
の
狂
言
や
創
作
脚
本
、
翻
案
脚

本
で
あ
っ
て
も
、
新
派
俳
優
が
上
演
し
た
も
の
は

「新」

に
分
類
し
て
あ
る
。

一
方
、
上
演
さ
れ
ず
、
「
歌
舞
伎
」
に
紹
介
さ
れ
る
に
留
ま
っ
た
脚
本
に
つ
い
て

は
、
時
代
を
明
治
以
降
に
設
定
し
て
あ
る
も
の
は
、
『
新
』
に
分
類
し
た
。

図
ー

と
比
較
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
が
、
「
旧
」
記
事
が
減
少
す
る
と
同
時
に
、

「新
」

記
事
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
三
三
号
(
明
治
三
六
年
二
月
)

は
、
鴎
外
の
『
玉
匝
両
浦
島
』
が
上
演
さ
れ
た
翌
月
に
発
行
さ
れ
た
号
で
、
あ

ら
ゆ
る
知
識
人
・
演
劇
人
が
こ
ぞ
っ
て
「
歌
舞
伎
」
に
『
宝
匝
両
浦
島
』
の
批

評
を
掲
載
し
た
た
め
、
こ
こ
ま
で
の
掲
載
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
三
三
号

は
特
別
と
し
て
、
そ
れ
以
降
も
、
『
新
」
記
事
は
微
増
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

特
に
、
九
三
号
に
関
し
て
は
、
「
旧
」
記
事
が
コ
二
%
だ
っ
た
の
に
対
し
、

「新」

記
事
は
四
三

%
と
、
す
っ
か
り
数
値
が
逆
転
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

竹
二
の
同
時
代
評
に
見
ら
れ
た
、
竹
二
の
新
派
・
旧
派
に
公

平
な
姿
勢
は
、
「
歌
舞
伎
」
誌
上
で
も
表
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。

竹

二
の
劇
評
に
お
い
て
、
「
歌
舞
伎
」

の
号
を
重
ね
る
に
つ
れ
、

徐
々
に
新
派
へ
の

劇
評
が
増
え
て
い
っ
た
の
も
、
こ
れ
ら
の
グ
ラ
フ
と
重
な
る
傾
向
で
あ
り
、
編

集
方
針
に
伴
っ
た
変
化
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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「
歌
舞
伎
」
に
お
け
る
海
外
・
地
方
へ
の
視
点

で
は
次
に
、
第
三
章
に
お
い
て
、
海
外
か
ら
の
視
点
と
、
地
方
へ
の
視
点
、

と
い
う
国
外
と
園
内
の
異
な
っ
た
こ
つ
の
視
点
を
、
ど
の
よ
う
に
「
歌
舞
伎
」

に
取
り
入
れ
て
い
る
か
考
察
し
た
い
。

ま
ず
、
海
外
か
ら
の
視
点
で
あ
る
が
、

「歌
舞
伎
」
に
お
け
る
西
洋
と
の
関
係



に
つ
い
て
は
、
金
子
幸
代
が
以
下
の
様
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
一
因
。

脚
本
の
多
く
は
、
鴎
外
が
翻
訳
し
た
る
西
洋
戯
曲
で
あ
っ
た
。
(
略
)
「
歌

舞
伎
」
で
は
正
面
か
ら
演
劇
論
を
展
開
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
西
洋
戯
曲

の
梗
概
や
解
説
を
著
し
て
い
る
。
当
時
ま
だ
な
じ
み
の
薄
か
っ
た
翻
訳
戯

曲
の
理
解
を
促
す
た
め
、
読
者
の
親
し
み
ゃ
す
い
解
説
に
取
り
組
ん
で
い

た
の
で
あ
る
。
(
略
)
明
治
四

0
年
代
に
な
る
と
「
観
潮
楼
一
タ
話
」
の
中

で
、
解
説
だ
け
で
な
く
精
力
的
に
西
洋
戯
曲
の
翻
訳
を
連
載
し
て
い
く
。

西
洋
演
劇
の
紹
介
は
、
ま
さ
に
鴎
外
の
独
壇
場
だ
っ
た
。

こ
の
指
摘
は
確
か
に
「
歌
舞
伎
」
の
一
側
面
を
表
し
て
い
る
。
竹
二
が
亡
く
な

っ
た
明
治
四
一
(
一
九

O
八
)
年
一
月
以
降
、
鴎
外
は
精
力
的
に
「
歌
舞
伎
」

に
西
洋
戯
曲
を
紹
介
し
、
活
動
し
た
。
こ
こ
に
は
、
弟
で
あ
る
竹
二
が
手
掛
け

た
雑
誌
を
廃
刊
さ
せ
ま
い
と
す
る
鴎
外
の
愛
情
と
、
劇
界
を
牽
引
す
る
姿
勢
が

表
れ
て
い
る
。
で
は
、
竹
二
が
生
き
て
編
集
を
行
っ
た
明
治
三

0
年
代
、
「
歌
舞

伎
」
一
号
か
ら
九
三
号
に
お
い
て
は
、
海
外
紹
介
記
事
二王
と
は
ど
の
よ
う
な
位

置
づ
け
で
掲
載
さ
れ
、
誰
が
執
筆
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

図

3

「
『
歌
舞
伎
』
に
お
け
る
『
海
外
紹
介
』
記
事
執
筆
者
と
掲
載
回
数
」

の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
山
下
破
鏡
の
記
事
が
鴎
外
の
実
に
二
倍
、
掲
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
鴎
外
だ
け
で
な
く
様
々
な
人
々
、
特
に
武
山
成

三
、
草
野
柴
二
も
数
の
多
さ
で
い
え
ば
鴎
外
と
同
じ
く
ら
い
の
海
外
紹
介
記
事

を
掲
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
デ

l
タ
は
、
竹
二
の
「
歌
舞
伎
」
編
集
時

代
に
お
い
て
、
鴎
外
以
外
に
も
、
海
外
紹
介
記
事
を
担
当
し
た
人
物
が
複
数
い

る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
、
彼
ら
の
寄
稿
し
た
記
事
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

最
も
掲
載
数
の
多
か
っ
た
山

下
破
鏡
の
記
事
を
見
て
み
る

と
、
主
に
三
つ
に
分
類
さ
れ

る
。
一
つ
は
、
「
米
国
劇
信
」

「
印
度
劇
信
」
な
ど
の
、
海

外
各
地
の
演
劇
関
連
の
通
信
、

一
つ
は
、
「
古
今
演
劇
講
話
」

と
い
う
、
海
外
の
演
劇
史
を

紹
介
し
た
も
の
、
も
う
一
つ

は
、
モ
リ
エ

l
ル
作
品
の
翻

訳
で
あ
る
。
竹
二
は
、
破
鏡

の
最
初
の
寄
稿
記
事
、
「
米
国

劇
信
」
(
四
四
号
、
明
治
三
七

年
一
月
)
を
掲
載
す
る
際
、

以
下
の
但
書
を
掲
載
し
た
。
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図 3r欧舞伎」における『海外紹介」記事執筆者と掲載回数

4 

在
米
山
下
破
信
氏
が
寄
せ
ら
れ
た
る
「
古
今
演
劇
講
話
」
を
本
誌
に
載
せ

る
に
先
ち
、
同
氏
が
如
何
に
演
劇
に
熱
心
で
且
つ
一
家
の
見
を
有
し
て
居

ら
る
〉
か
を
読
者
諸
君
に
紹
介
す
る
た
め
、
左
に
同
氏
が
小
生
に
寄
せ
ら

れ
た
書
簡
の
数
節
を
抄
出
す
る
。
三
木
竹
二。

つ
ま
り
、
「
米
国
劇
信
」
は
も
と
も
と
「
古
今
演
劇
講
話
」
の
前
書
と
い
う
位
置

付
け
で
掲
載
さ
れ
た
、
竹
二
宛
の
書
簡
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
五
号
(
明
治
三



七
年
二
月
)
に
な
る
と
、
「
米
国
劇
信
」
単
体
で
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
内

容
は
、
ア
メ
リ
カ
劇
の
評
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
劇
場
建
築
に
つ
い
て
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
る
。
「
古
今
演
劇
講
話
」
は
、
ラ
テ
ン
劇
、
エ
ジ
プ
ト
劇
、
ロ
シ
ア
劇
、

等
な
ど
各
国
の
演
劇
を
題
材
に、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
演
劇
の
起
り
や
沿
革
を
紹

介
す
る
記
事
で
あ
る
。
時
に
挿
絵
を
加
え
た
り
、
実
際
の
戯
曲
の
一
部
を
翻
訳

掲
載
し
た
り
す
る
な
ど
、
研
究
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

鴎
外
の
次
に
記
事
掲
載
数
の
多
か
っ
た
武
山
成
三
は
、
主
に
海
外
の
評
論
を

抄
訳
し
て
掲
載
し
た
。
た
と
え
ば
、
「
英
国
に
於
け
る
狂
言
作
者
と
批
評
家
の
論

戦
」
や
「
初
心
俳
優
心
得
草
」
、
「
タ
ル
マ
の
優
技
論
」
、
「
演
技
の
緒
」
で
あ
る
。

「
英
国
に
於
け
る
狂
言
作
者
と
批
評
家
の
論
戦
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
批
評
家
が

劇
批
評
の
際
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
「
初
心
俳
優
心
得
草
」

を
掲
載
し
て
以
降
は
、
演
技
論
に
関
す
る
評
論
の
翻
訳
を
主
に
行
っ
て
い
る
。

「
初
心
俳
優
心
得
草
」
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
朗
読
術
講
師
、
チ
ャ

ー
ル
ズ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ミ
ス
の
『
初
心
俳
優
心
得
草
』
を
抄
訳
し
た
も
の

で
、
登
場
と
退
場
や
、
老
人
に
扮
す
る
時
、
な
ど
、
役
者
の
基
本
的
な
動
き
を

指
南
し
た
著
作
で
あ
る
。

武
山
成
三
の
次
に
多
か
っ
た
、
草
野
柴
二
の
寄
稿
記
事
は
、
全
て
そ
リ
エ
ー

ル
の
翻
訳
で
あ
っ
た
。
作
品
は
『
喜
劇
染
直
大
名
縞
』
『
喜
劇
守
銭
奴
』
『脚

本
女
た
ら
し
』
の
三
作
品
で
あ
る
。

鴎
外
の
作
品
が
そ
こ
ま
で
多
く
な
か
っ
た
の
は
、
鴎
外
が
日
露
戦
争
で
従
軍

し
て
い
た
こ
と
や
、
本
格
的
に
戯
曲
翻
訳
を
行
う
時
間
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ

ろ
う
。
記
事
内
容
も
、
戯
曲
の
梗
概
や
評
論
な
ど
、
比
較
的
短
い
記
事
が
多
い

傾
向
に
あ
る
。

「
歌
舞
伎
」
に
お
け
る
海
外
紹
介
記
事
は
、
従
来
鴎
外
の
独
壇
場
と
さ
れ
て

き
た
が
、
特
に
竹
二
の
編
集
時
代
に
お
い
て
言
え
ば
、
独
壇
場
と
言
う
に
は
あ

ま
り
に
多
彩
な
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
た
記
事
を
寄
稿
し
て
い
る
。

山
下
破
鏡
の
諸
記
事
に
関
し
て
は
、
当
時
実
際
に
海
外
の
演
劇
を
見
、
そ
の
現

状
を
逐一

「歌
舞
伎
」
に
掲
載
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
劇
界
を
刺
激
し
よ
う
と

し
た
竹
二
の
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。
も
と
も
と
書
簡
と
し
て
手
元
に
届
い
た
も

の
で
あ
っ
た
が
、
竹
二
が

「歌
舞
伎
」
に
掲
載
す
る
こ
と
で
大
き
く
劇
界
に
影

響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。

「古
今
演
劇
講
話
」
は
日
本
の
歌
舞
伎
劇
と
同
様
、
諸

外
国
に
も
そ
れ
ぞ
れ
演
劇
の
起
源
が
あ
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
が
紹
介
さ
れ
、
歌
舞
伎
劇
の
た
ど
る
未
来
へ

の
ヒ
ン
ト
と
も
な
っ
た
だ
ろ

う
。
武
山
成
三
の
海
外
評
論
紹
介
記
事
は
、
実
際
に
歌
舞
伎
に
寄
稿
し
て
い
た

劇
評
家
や
、
新
旧
俳
優
に
と
っ
て
、
お
お
い
に
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
特
に
演
技
論
に
関
し
て
は
、
新
鮮
か
つ
重
要
性
の
高
い
も
の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

歌
舞
伎
劇
は
お
家
芸
で
あ
り
、
従
来
伝
え
学
ぶ
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
新
派
劇
に
お
い
て
は
、

諸
俳
優
が
独
自
に
工
夫
し
、
創
造
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
混
乱
期
に
あ
っ
た
新
派
に
、
一

つ
の
演
劇
の

指
針
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
俳
優
学
校
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
契
機
の
一

つ
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
地
方
劇
界
に
関
す
る
記
事
を
見
て
い
く
。
「
地
方
紹
介
記
事」

に
つ
い

て
は
、
地
方
の
劇
団
や
、
地
方
公
演
を
行
っ
た
記
事
な
ど
を
こ
こ
に
分
類
し
て

あ
る
。
新
派
旧
派
は
関
わ
ず
、
ま
た
、
東
京
の
役
者
で
あ
っ
て
も
地
方
で
公
演

を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
こ
こ
に
分
類
し
て
あ
る
。

「歌
舞
伎
」
に
掲
載
さ
れ
た
地
方
紹
介
記
事
に
つ
い
て
は
、
五
九
号
(
明
治

三
八
年
三
月
)
で
突
出
し
て
多
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
五
九
号
に
お
い
て
、

竹
二
が
関
西
特
集
号
と
で
も
言
う
べ
き
編
集
を
行
っ
た
た
め
で
あ
る。

五
九
号
の
冒
頭
で
、
竹
二
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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編
者
申
す
。
二
月
に
於
け
る
劇
壇
は
、
東
京
よ
り
も
大
阪
の
方
賑
か
に
て
、

興
味
深
か
る
べ
く
恩
は
れ
た
れ
ば
、
夙
に
関
西
の
諸
大
家
を
煩
し
、
其
高

見
を
請
ひ
得
て
、
左
に
掲
ぐ
。

こ
う
し
て
、
網
版
の
写
真
も
中
央
に
大
阪
角
座
の
『
江
戸
城
明
渡
』
を
据
え
、

劇
評
執
筆
者
も
京
都
の
高
安
月
郊
・
山
岡
桂
華
、
大
阪
の
喜
多
村
緑
郎
・
関
根

験
庵
・
小
回
春
宵
な
ど
、
関
西
勢
を
誌
面
の
前
半
に
固
め
た
。
こ
れ
は
、
関
西

が
歌
舞
伎
劇
発
祥
の
地
で
あ
り
、
そ
の
技
芸
を
東
京
へ
取
り
込
み
た
い
と
い
う

竹
二
の
意
図
も
垣
間
見
ら
れ
る
編
集
方
法
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
号
は
特
別
関
西
に
特
化
し
て
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
地

方
演
劇
に
関
す
る
記
事
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
二
七
号
(
明
治
三
五
年
八

月
)
で
は
、
雪
達
摩
が
「
新
潟
の
芝
居
」
と
題
し
、
新
潟
に
あ
る
劇
場
に
芝
鶴

一
座
が
巡
業
で
来
た
際
の
劇
評
が
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
一
一
七
号
(
明
治
三

六
年
六
月
)
で
は
丙
子
生
が
「
ア
イ
ヌ
芝
居
」
と
題
し
て
、
野
村
シ
パ
ン
ラ
ム

一
座
と
い
う
ア
イ
ヌ
民
族
が
行
う
芝
居
の
批
評
を
行
っ
て
い
る
。
民
族
演
芸
の

資
料
と
し
て
も
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

従
来
、
「
歌
舞
伎
」
は
海
外
紹
介
記
事
の
重
要
性
が
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
地

方
に
も
目
を
配
っ
た
竹
二
の
編
集
方
針
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
歌
舞

伎
劇
は
江
戸
で
花
開
い
た
が
、
そ
の
起
こ
り
は
上
方
の
能
・
浄
瑠
璃
で
あ
る
。

新
派
劇
も
同
様
に
、
壮
士
芝
居
は
大
阪
か
ら
起
こ
っ
た
。
ま
た
、
竹
二
の
劇
評

で
も
見
ら
れ
る
「
現
在
」
を
記
録
す
る
、
と
い
う
姿
勢
か
ら
、
関
西
だ
け
で
な

く
新
潟
な
.
ど
の
地
方
の
演
劇
や
、
ア
イ
ヌ
芝
居
な
ど
の
民
族
演
芸
に
も
目
を
配

り
、
「
歌
舞
伎
」
に
掲
載
し
た
。
こ
れ
は
見
過
ご
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
「
歌
舞
伎
」

の
側
函
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
編
集
方
針
を
執
っ
た
こ
と
で
、
実
際
に
、
東
京
だ
け
で
な
く
地

方
に
も
「
歌
舞
伎
」
の
影
響
力
は
及
ん
だ
。
竹
こ
が
亡
く
な
っ
た
際
に
は
地
方

の
諾
新
聞
に
そ
の
計
報
が
掲
載
さ
れ
、
土
佐
出
身
の
回
所
半
紫
療
は
、
「
僕
は
土

佐
の
三
木
竹
二
で
あ
る
と
、
自
称
し
た
事
が
あ
る
」
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
彼
は
後
、

明
治
三
一
七
年
ご
ろ
か
ら
竹
一
一
の
元
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
三
九
年

一
一
一
月
に
開
催
さ
れ
た
忠
臣
蔵
研
究
会
へ
も
参
加
し
た
。
竹
二
の
晩
年
に
は
短

期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
「
歌
舞
伎
」
記
者
と
し
て
尽
力
し
た
。
「
歌
舞
伎
」
の
影

響
力
は
十
分
地
方
に
も
浸
透
し
て
い
た
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

本
論
稿
で
は
、
ま
ず
第
一
章
で
、
「
歌
舞
伎
」
の
沿
革
を
淡
い
、
従
来
の
研
究

に
お
け
る
「
歌
舞
伎
」
の
評
価
を
ま
と
め
た
。
第
二
章
で
は
、
同
時
代
評
と
、

「
歌
舞
伎
」
の
先
行
研
究
で
も
指
摘
が
あ
っ
た
、
竹
二
の
新
派
・
旧
派
に
捉
わ

れ
な
い
姿
勢
が
、
ど
の
程
度
「
歌
舞
伎
」
誌
面
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
を
考
察

し
た
。
作
成
し
た
グ
ラ
フ
か
ら
、
実
際
に
、
竹
二
の
新
旧
に
公
平
な
姿
勢
は
「
歌

舞
伎
」
誌
面
に
も
表
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
第
三
章
で
は
、
劇
界
の
新

し
い
動
き
を
歓
迎
す
る
竹
一
一
の
姿
勢
の
一
つ
で
あ
る
、
海
外
の
脚
本
や
演
劇
界

を
、
ど
の
程
度
「
歌
舞
伎
」
に
紹
介
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
そ
の
紹
介
記
事

は
誰
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
調
査
を
行
っ
た
。
従
来
、
「
歌
舞
伎
」
に

お
け
る
海
外
紹
介
記
事
に
つ
い
て
は
、
鴎
外
の
寄
稿
記
事
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
今
回
の
調
査
で
、
鴎
外
以
外
に
も
多
様
な
寄
稿
者
が

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
加
え
て
、
従
来
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
地
方
演
劇

界
に
関
す
る
記
事
に
も
言
及
し
た
。
地
方
紹
介
記
事
は
、
数
は
多
く
な
く
一
定

し
た
傾
向
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
「
歌
舞
伎
」
五
九
号
で
は
地
方
特
集
号
と
で

も
言
う
べ
き
編
集
形
態
が
と
ら
れ
、
竹
二
が
地
方
演
劇
界
に
も
関
心
を
配
っ
て
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い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
編
集
者
が
一
方
的
に
関
心
を
持
つ
の
で
は
な

く
、
地
方
か
ら
の
投
書
や
、
劇
評
の
寄
稿
と
い
っ
た
、
レ
ス
ポ
ン
ス
が
見
ら
れ

る
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
評
価
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。

以
上
、
本
論
考
で
は
竹
二
の
「
歌
舞
伎
」
編
集
方
針
と
し
て
、
新
派
・
旧
派

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
劇
評
を
掲
載
し
た
こ
と
、
同
時
に
海
外
・
地
方
そ
れ

ぞ
れ
の
演
劇
に
目
を
配
り
、
記
事
を
掲
載
し
た
こ
と
の
二
点
に
注
目
し
て
考
察

し
た
。
こ
の
よ
う
な
編
集
方
針
を
と
っ
た
こ
と
で
、
「
歌
舞
伎
」
は
、
歌
舞
伎
と

一
一
吉
一
同
う
雑
誌
名
を
持
ち
な
が
ら
も
総
合
演
劇
雑
誌
と
し
て
扱
わ
れ
、
当
時
の
劇
壇

で
は
屈
指
の
存
在
で
あ
り
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
財
閥
を
形
成
し
た
安
田
善
次
郎
の
長
男
。
横
阿
弥
、
松
の
舎
主
人
な
ど
の
号
を
持

ち
、
芝
居
の
通
人
で
も
あ
っ
た
。

ニ
『
俳
優
論
』
(
冬
至
書
林
、
一
九
四
二
・

二
一
)

三
「
森
鴎
外
研
究
六
」
(
和
泉
書
院
、
一
九
九
五
・
八
)

四
「
戯
曲
翻
訳
者
と
し
て
の
森
鴎
外
l
特
に
弟
三
木
竹
二
と
の
関
連
に
お
い
て
」
(平

川
祐
弘
ほ
か
編
『
講
座
森
鴎
外
』
第
三
巻
、

新
曜
社
、

一
九
九
七
)

玉
「
三
木
竹
二
の
兄
回

gr呂
田
可
民
主
(
新
潮
社
、
一
九
九
八
・
五
)

六
三
木
竹
二
著

・
渡
辺
保
編
『
観
劇
偶
評
』
(
岩
波
書
底
、
二

O
O四
・
六
)

七
『
明
治
の
歌
舞
伎
と
出
版
メ
デ
ィ
ア
』
(
ぺ
り
か
ん
社
、
二

O
一
了
七
)

八
明
治
三
(
一
八
七

O
)
1昭
和
一
六
(
一
九
四
二
年
。
劇
評
家

・
劇
作
家

・
小

説
家
。
一
二
木
竹
二
没
後
「
歌
舞
伎
」
を
主
宰
・
編
集
。

九
「
三
木
竹
二
の
人
と
仕
事
(
近
代
の
劇
評
家

〈特
集
〉
)
」
(
「
悲
劇
喜
劇
」
、

一
九

八
二
・
玉
)

一O
高
安
月
郊
は
、
「
君
は
新
し
い
趣
味
を
持
っ
て
洋
劇
を
紹
介
せ
ら
れ
た
と
共
に
古

来
の
歴
史
を
捨
て
ず
、
旧
劇
の
妙
味
を
重
ん
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
最
得
難
い
」
(
「
三

木
竹
二
君
を
憶
ふ
」
、
「
歌
舞
伎
」

一
O
O号
)
と
し
、
新
し
い
演
劇
の
動
き
に
も
、

旧
劇
の
在
り
方
に
も
、
と
も
に
目
を
配
っ
た
竹
二
の
姿
勢
を
評
価
し
た
。
月
郊
と
同

様
に
し
て
、
鈴
木
春
浦
は
『
『
歌
舞
伎
』
の
経
営
者
と
し
て
、
旧
劇
の
型
を
保
存
す

る
を
カ
め
る
と
同
時
に
、
又
大
に
西
洋
劇
壇
の
物
を
歓
迎
さ
れ
、
毎
晩
鴎
外
先
生
の

新
し
き
西
洋
の
脚
本
の
梗
概
を
、

一
タ
話
と
し
て
自
身
に
筆
記
さ
れ
て
掲
げ
ら
れ、

始
終
新
し
き
人
、
新
し
き
も
の
を
選
ん
で
募
集
す
る
事
に
心
掛
け
」
た
竹
二
の
姿
を

記
憶
し
て
い
る

(
「
僕
は
泣
虫
だ
」、「
歌
舞
伎
」
一

O
O号
)
。
さ
ら
に
、
伊
井
蓉
峰

は
「
元
来
公
平
な
仁
で
旧
派
に
は
旧
派
の
趣
味
、
新
派
に
は
新
派
の
趣
味
あ
り
と
云

ふ
風
で
褒
め
る
」
姿
勢
(
「
僕
が
終
生
御
辞
儀
を
す
べ
き
人
」
、
「
歌
舞
伎
」
一

0
0

号
)
を
、
新
聞
「
日
本
」
は
、
「
新
派
劇
の
味
を
覚
え
て
か
ら
は
全
く
私
と
云
ふ
事

を
外
に
し
て
更
に
公
平
な
芸
術
と
云
ふ
目
か
ら
批
評
を
下
し
た
」
(
「故
三
木
竹
二

氏
」
、
「
日
本
」
一
九

O
八
・
一
・

一一ニ
、
三
面
)
姿
勢
、
杉
贋
阿
弥
は
「
三
木
君

は
新
旧
両
立
を
認
め
た
る
人
な
り
故
に
其
劇
評
は
公
平
な
り
き
」
(
「
鳴
呼
三
木
竹
二

君
」
、
「
東
京
毎
日
新
聞
」
一
九

O
八・

了
一

三
、
三
面
)
と
述
べ

る
な
ど
、
演
劇
界

が
新
派
・
旧
派
で
割
れ
る
中
、
竹
二
の
公
平
な
批
評
眼
に
対
し
、
高
く
評
価
す
る
も

の
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

一一
安
田
善
之
助
の
筆
名
。
矢
内
賢
二
は
饗
庭
筆
村
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

饗
庭
の
筆
名
は
竹
の
舎
主
人
で
あ
る
。
小
金
井
喜
美
子
「
次
ぎ
の
兄
」
(『森
鴎
外
の

系
族
』
岩
浪
書
庖
、

二
O
O
-
-
四
)
や
森
ま
ゆ
み
「
君
に
見
せ
た
き
も
の
あ
ら
ば
」

(
『
鴎
外
の
坂
』
新
潮
社
、
ニ

0
0
0
・
七
)
で
も
安
田
善
之
助
の
こ
と
で
あ
る
こ

と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

-
二
松
廼
舎
主
人

「『
歌
舞
伎
』
の
生
立
」
(
「
歌
舞
伎
」一

O
O号
、
明
治
四
一
年
一

一
月
)

=ニ
伊
原
青
々
闘
「
亡
友
三
木
竹
二
君
」
(
「
歌
舞
伎
」
一

O
O号
、
明
治
四

一
年
一

一
月
)

一
四
森
久
子
「
亡
夫
」
(
「
歌
舞
伎
」

一
O
O号
、
明
治
四
一
年

一
一
月
)

一
玉
注
一
二
に
同
じ
。

-
六
伊
原
青
々
国
「助
六
考
及
び
本
郷
の
表
紙
絵
」
(
二
一
号
、
明
治
三
四
年
五
月
)

-七
三
木
竹
二
「
勝
山
の
風
俗
」
(
二
三
号
、

明
治
三
五
年
四
月
)

一
八
明
治
六
(
一
八
七
四
)
i昭
和

一
二

(
一
九
三
七
)
年
。
画
家
。
書
道
・
俳
譜
・

和
歌
・
演
芸
な
ど
を
た
し
な
む
教
養
人
で
あ
っ
た
。
久
保
田
米
俸
の
息
子
。

一
九
米
斎
の
留
学
中
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
永
井
久
美
子
「
『
日
本
画
家
』
久
保
田
米
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斎
の
文
才
」
(
「
比
較
文
学
研
究
」
八
三
、
二

O
O四
)
に
詳
し
い
。

二O

「
日
本
近
代
劇
再
考
|
『
オ
セ
ロ
』
上
演
と
鴎
外
の
『
歌
舞
伎
』
|
」
(
「
富
山

大
学
人
文
学
部
紀
要
(
四
二
)
」
、
二

O
O五
・
二
)

二
一金
子
幸
代
「
そ
の
戯
曲
」
(
『
森
鴎
外
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、

一

九
九
四
・
二
)

ニニ

「
鴎
外
と
『
歌
舞
伎
』
」
(
「
森
鴎
外
研
究
六
」
和
泉
書
院
、
一

九
九
五
・
八
)

二三
小
田
切
進
編
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
(
講
談
社
、

一
九
七
七
・

一
一)

二
四
注
こ
こ
に
同
じ
。

二玉

「
海
外
紹
介
記
事
」
に
は
、
欧
米
に
限
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
、
中
固
な
ど
、
海
外

の
演
劇
活
動
・
俳
優
育
成
に
つ
い
て
紹
介
し
た
記
事
や
、
翻
案
小
説
・
海
外
脚
本
や

そ
の
梗
概
な
ど
の
記
事
を
分
類
し
て
あ
る
。
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